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私たちの生活には「熱」や「流れ」は不可欠です。これら

熱や流れの持つ物理現象を「流れを可視化する」ことで解

明し、これを上手に使って私たちの社会に役立てようとし

ています。

その中の一つに「泡」があります。直径が100マイクロ

メートル以下の微細気泡を大量に生成する技術を開発し、

これを水質浄化や薬品の不要な洗浄技術に応用しようと研

究を進めています。その他、手のひらに乗るコンパクトサ

イズながらもエアコンの室外機並みの性能を発揮する超小

型高耐圧熱交換器の開発、新材料創成への応用が期待され

る超音波を駆使した液滴マニピュレーション技術の開発、

気泡流を利用した原子炉過酷事故時のエアロゾル除去シス

テムの確立など、多岐にわたる研究を実施し、広く、エネ

ルギーや環境問題の解決に貢献することを目指しています。

●原子力の安全対策のための混相流動場を駆使した熱交換システムの開発

●ベンチュリ管式微細気泡発生装置における複雑流動場の解明と適切な応用技術の開発

●超音波浮遊技術の確立と宇宙環境利用技術開発への応用
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●海底から宇宙まで社会に役立つ熱流動現象の解明

●先端計測技術を駆使した混相流動場の計測

混相流、ベンチュリ管式気泡発生装置、熱交換器、先端計測技術
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